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1.制度概要 2.制度参加前準備 3.作業・管理内容 4.候補事業者 5.サポート

1-1.制度を取り巻く環境

• （一社）日本自動車工業会（以下JAMA）では、欧州におけるELV指令の改正を視野に入れて、再生プ
ラスチックの利用拡大を進めることを発表。2030年頃までに使用済自動車からのプラスチック部品の回収
の必要性が高まると考えられる。

図.JAMAの再生プラスチック利用目標値
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1.制度概要 2.制度参加前準備 3.作業・管理内容 4.候補事業者 5.サポート

1-2.制度の仕組み
• 資源回収インセンティブ料金付与スキームでは、仮に解体業者がプラスチック部品を１台から20kg回収し、
再生材の素材産業に引渡した場合、処理すべきだったASRが20kg削減されたことになり、その処理料金が
解体業者に資源回収インセンティブ料金として支払われる。

図.資源回収インセンティブ制度概要
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1.制度概要 2.制度参加前準備 3.作業・管理内容 4.候補事業者 5.サポート

1-3.インセンティブ料金の算出方法

• 資源回収インセンティブ制度によるASR減量の計算は、JARS操作画面に表示されるバンパー（前・後）
および内装の重量をもとに算定されます。インセンティブ料金の算出については各チームの方式に従います。

図.資源回収インセンティブ料金の算出方法

修正
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1.制度概要 2.制度参加前準備 3.作業・管理内容 4.候補事業者 5.サポート

1-4.資源回収インセンティブ制度対象メーカー

• 本制度で扱われる資源は、自動車リサイクル法の使用済自動車から回収された有価物（PP及びガラス）
に限られます。資源回収インセンティブ制度の対象となる自動車メーカーは以下18社です。

表.資源回収インセンティブ制度の対象となる自動車メーカー

ART（11社） TH（7社）

いすゞ ダイハツ

スズキ トヨタ

日産 日野

マツダ ホンダ

三菱 BMW

三菱ふそう フォルクスワーゲングループジャパン

SUBARU Stellantisジャパン

UDトラック

ジャガー・ランドローバー・ジャパン

ボルボ・カー・ジャパン

メルセデス・ベンツ日本

修正
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1.制度概要 2.制度参加前準備 3.作業・管理内容 4.候補事業者 5.サポート

2-1.コンソーシアムの形成

• 本制度参加には、使用済自動車から回収したプラスチックの再資源化が可能なコンソーシアムの構築が必
要です。コンソーシアムは、解体業者、回収部品引取業者、原材料メーカーおよび必要に応じ商社などの管
理会社により構成されます。

図.コンソーシアム形成イメージ

解体業者

• 解体業者

回収部品引取業者

• 解体業者

• 破砕業者

• 二次解体専業業者

• 原材料メーカー 等

原材料メーカー

•原材料メーカー

管理会社

※移動報告する車両が対象
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1.制度概要 2.制度参加前準備 3.作業・管理内容 4.候補事業者 5.サポート

2-2.各事業者の役割

• 解体業者、回収部品引取業者、原材料メーカーの役割を以下に示しています。なお事業者の作業内容詳
細はP24で後述します。

図.各事業者の役割

解体業者

• 対象部品の回収

• 異物除去

• 作業記録作成

• JARSへの部品回収登録

• 部品保管

• JARSへの輸送登録

• 輸送

回収部品引取業者

• 品質確認

• 重量計測

• JARSへの重量登録

• 回収品の粉砕、選別等

• 原材料メーカーへの粉砕品輸送

• JARSへの引渡先事業者報告

（任意）

原材料メーカー

• 粉砕品から再生材を製造

• JARSへ再生材の用途登録（任

意）

管理会社

作業内容

把握、管理

作業内容

把握、管理

作業内容

把握、管理



9

1.制度概要 2.制度参加前準備 3.作業・管理内容 4.候補事業者 5.サポート

対象部品

の回収
作業記録 異物除去

JARSへ

の部品回

収登録

部品保管

（バン

パー・内

装別）

JARSへ

の輸送

登録

輸送

解体業者

2-2-1.解体業者
• 解体業者は、使用済自動車の解体作業を行う際に、資源回収インセンティブ制度対象メーカーの車台から
対象部品の回収を行い、その回収部品情報や送付情報をJARSに登録します。その回収部品を回収部品
引取業者へ引渡します。

• 回収部品の異物除去度合い、回収部品引取業者への引渡形状などは、コンソーシアムを形成する回収部
品引取業者、原材料メーカーの基準に基づきます。

• 部品重量は、回収部品引取業者が計測するため、解体業者での計測は不要ですが、重量計測の妥当性に
ついてはコンソーシアム内で整合をしてください。

図.解体業者の作業内容
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1.制度概要 2.制度参加前準備 3.作業・管理内容 4.候補事業者 5.サポート

2-2-2.回収部品引取業者

• 回収部品引取業者は、解体業者から引き取った回収部品が、使用済自動車由来の回収部品であるか、原
材料メーカーの受け入れ品質に合致しているか確認し、重量を解体業者毎にバンパー・内装別に重量計測
します。またその計測した重量をJARSに登録します。

• 回収部品の粉砕・選別などを実施いただき（解体業者毎に行う必要はなく、重量計測以後は一括で実
施）、原材料メーカーへ粉砕品を輸送いただきます。JARSへの引渡事業者報告を行います。

図.回収部品引取業者の作業内容

品質確認

解体業者

毎にバン

パー・内装

別に重量計

測

JARSへの

重量登録

（解体業

者毎にバン

パー・内装

別に登録）

回収部品の

粉砕、選別

等

原材料メー

カーへの

粉砕品

輸送

JARSへの

引渡先事

業者報告

回収部品引取業者
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1.制度概要 2.制度参加前準備 3.作業・管理内容 4.候補事業者 5.サポート

2-2-3.原材料メーカー

• 原材料メーカーは、回収部品引取業者から送付されてきた回収部品から再生材を製造します。引き取った
資源から製造した原材料に関する情報を管理会社の求めに応じて報告を行います。

図.原材料メーカーの作業内容

粉砕品から再生材を製造
引き取った資源から製造した原材料に

関する情報を管理会社の求めに応じ

て報告

原材料メーカー

修正
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1.制度概要 2.制度参加前準備 3.作業・管理内容 4.候補事業者 5.サポート

2-2-4.管理会社

• 管理会社は解体業者、回収部品引取業者、原材料メーカーが行う部品の回収～再生材製造の一連の工
程を適切に実施しているか管理する役割を担います。必要に応じて、管理状況などをART及びTHチームに
報告する必要があります。

図.管理会社の作業内容

解体業者、回収部品引取業

者、原材料メーカーの管理
ART・THチームへの報告

管理会社
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1.制度概要 2.制度参加前準備 3.作業・管理内容 4.候補事業者 5.サポート

2-3.ART・THチームへの申請

• 資源回収インセンティブ制度参加にはASR再資源化チームの応募要領に沿った資源回収インセンティブ制
度取得に必要な設備及び管理要件を満たすコンソーシアムを構築し応募、審査、契約が必要となります。ま
た適宜、監査を受けることが必要です。

図.資源回収インセンティブ契約開始までの流れ

資源回収インセンティブ制度

コンソーシアム形成

使用済自動車由来のプラスチック素材回収・利用体制の構築。解体業者、回収部品引取業者、原

材料メーカーによるコンソーシアム形成、管理方法の決定
↓

資源回収インセンティブ制度

コンソーシアム提案書要件確認
各チームの要件項目について確認

↓
ART・THチームに審査申込書提出 資源回収インセンティブ制度コンソーシアムの構成、回収素材、資源回収率等

↓
ART・THチームによる書類審査 提案書等の内容確認

↓

ART・THチームによる現地審査
ART・THチームが管理会社同行で現地確認（解体業者、破砕業者、回収部品引取業者、原材料

メーカー等）
↓

資源回収インセンティブ制度

コンソーシアム内部契約書受領

資源回収インセンティブ制度コンソーシアム契約締結（管理会社、解体業者、原材料メーカー等）

エビデンスとして写しを受領

↓

委託契約締結
ART・THチームと管理会社による委託契約の締結

認定までの間に紐づけ作業などを実施

↓
資源回収インセンティブ制度

対象事業者登録
JARSに資源回収画面が表示される

↓
認定・搬入開始 契約締結後にJARSより認定通知発行

↓

資源回収インセンティブ料金

受取り
資源回収実績に応じてART・THチームから資源回収インセンティブ料金が支払われる

事前準備

審査

契約

資源回収インセ

ンティブ料金付

与による資源回

収開始
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1.制度概要 2.制度参加前準備 3.作業・管理内容 4.候補事業者 5.サポート

2-3-1.審査申込書
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1.制度概要 2.制度参加前準備 3.作業・管理内容 4.候補事業者 5.サポート

2-3-1.審査申込書

• 審査申込時には様式1～6の書類に加え、現場で車台番号に基づき部品回収を記録するための作業記録、
素材の販売実績を提示する必要があります。そのほか、解体業者における部品回収によるASR減量は計算
値となるため、そのためのみなし重量テーブル設定表を提出する必要がります。
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1.制度概要 2.制度参加前準備 3.作業・管理内容 4.候補事業者 5.サポート

2-3-1.審査申込書

様式1
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1.制度概要 2.制度参加前準備 3.作業・管理内容 4.候補事業者 5.サポート

2-3-1.審査申込書

様式2
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1.制度概要 2.制度参加前準備 3.作業・管理内容 4.候補事業者 5.サポート

2-3-1.審査申込書

様式3
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1.制度概要 2.制度参加前準備 3.作業・管理内容 4.候補事業者 5.サポート

2-3-1.審査申込書

様式4 様式5
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1.制度概要 2.制度参加前準備 3.作業・管理内容 4.候補事業者 5.サポート

2-3-1.審査申込書

様式6 販売実績
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1.制度概要 2.制度参加前準備 3.作業・管理内容 4.候補事業者 5.サポート

2-3-1.審査申込書

作業記録
（案）

フロントバンパー リアバンパー 内装部品

ー 例）BBB-987654321 〇 〇 〇

※ART＝いすゞ、スズキ、日産、マツダ、三菱、三菱ふそう、・SUBARU、 UDトラック

ジャガー・ランドローバー・ジャパン、ボルボ・カー・ジャパン、メルセデス・ベンツ日本

※TH＝ダイハツ、トヨタ、日野、ホンダ、BMW、フォルクスワーゲングループジャパン

Stellantisジャパン

チーム 車台番号
回収部品

ART

TH
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1.制度概要 2.制度参加前準備 3.作業・管理内容 4.候補事業者 5.サポート

2-3-1.審査申込書

みなし重量
テーブル

追加
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1.制度概要 2.制度参加前準備 3.作業・管理内容 4.候補事業者 5.サポート

3-1.作業・管理内容

• 資源回収インセンティブ料金を受け取るために必要な解体業者、回収部品引取業者、原材料メーカーの作
業・管理詳細を以下に示す。

表.解体業者、回収部品引取業者、原材料メーカーの作業・管理詳細

修正

事業者 番号 主な作業内容 詳細

① 対象部品の回収 回収部品引取業者及び原材料メーカーの要求に応じて決定した部品を回収する。

② 現場日報記入 車台番号ごとに、フロントバンパー、リアバンパー、内装のいずれかを回収したか、何も回収しなかったか、JARS登録前に現場日報記入。

③ 異物除去 回収部品引取業者及び原材料メーカーの要求水準に応じて異物除去を実施する。

④ JARSへの部品回収報告 車台番号ごとに、フロントバンパー、リアバンパー、内装のいずれかを回収したか、又は何も回収しなかったかJARSに登録を行う。

⑤ 内装・外装別に部品保管 回収した部品を輸送までの一定期間保管する。なおインセンティブ対象部品以外が混ざらないように内装・外装別に分けて保管する。

⑥ JARSへの部品の引渡報告 内装・外装別に車台番号から輸送登録を行う。

⑦ 輸送 回収部品引取業者へインセンティブ対象部品を輸送する。なおインセンティブ対象部品以外が混ざらないように内装・外装別に分けて輸送。

① 品質確認 使用済自動車由来の回収品であること、また事前に決定した回収部品・異物除去度合いであるか品質確認を行う。

② 重量計測 荷姿ID毎に重量計測を行う。

③ JARSへの部品の引取報告（重量登録） 計測した実重量をJARSに登録する。

④ 回収品の粉砕・選別・洗浄等 原材料メーカーの要求水準に応じて、粉砕・選別・洗浄等を実施する。

⑤ 原材料メーカーへの粉砕品輸送 原材料メーカーに粉砕品を輸送する。

⑥ JARSへの引渡先事業者報告 JARSへ引渡し先事業者情報（原材料メーカー情報）を登録する。

① 粉砕品から再生材を製造 粉砕品から再生材を製造する。

② 再生材の用途登録 原材料メーカーは、引き取った資源から製造した原材料に関する情報を管理会社の求めに応じて報告する。

解体業者

回収部品

引取業者

原材料メーカー
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1.制度概要 2.制度参加前準備 3.作業・管理内容 4.候補事業者 5.サポート

3-1.作業・管理内容
• 資源回収インセンティブ料金を受け取るためには、資源回収インセンティブ制度で定められたルールにおいて、再資
源化実績情報をJARSに提供する必要があります。本制度に登録された解体業者のJARS画面には、エアバッグ
類引渡画面の後に、プラスチック回収報告画面（解体業者追加登録内容）が表示されます。

修正

解体業者 JARS 回収部品引取業者 原材料メーカー

車両引取 車両引取報告

フロン回収 引渡報告（フロン類）

AB処理 引渡報告（AB類）

①インセンティブ対象部品取り外し 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　物の流れ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　情報の流れ

②日報（作業記録）入力　③異物除去 部品回収報告

引渡報告（車台）

⑤バンパー・内装別に部品保管

⑥部品の引渡報告（荷姿ID作成） 部品の引渡報告

荷姿ID付与

①使用済自動車由来の部品であることの確認

部品の引取報告（重量登録） ②解体業者別、バンパー・内装別、期間別の実重量を計量

④バンパー・内装別に破砕・保管

引渡先事業者報告 ⑤輸送手配 ①引取・再生材製造へ

車両引取報告

④部品回収報告

使用済み移動車を

破砕業者へ輸送

引渡報告（車台）

⑥部品の引渡報告

③部品の引取報告

（重量登録）

⑥引渡先事業者報告

引渡報告（AB類）

引渡報告（フロン類）

解体業者追加登録内容

回収部品引取業者登録内容
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1.制度概要 2.制度参加前準備 3.作業・管理内容 4.候補事業者 5.サポート

3-2.解体業者

部品の決定・回収 刻印確認

※回収部品一例

表示記号 基本構成

①単一素材の表記例

（JIS　K　6899-1（ISO　1043-1））
＞PP＜ ポリプロピレン

＞PP+E/P＜

＞PP+EPM＜

＞PP+E/P-T○＜

＞PP+E/P-TD○＜

＞PP+EPM-T○＜

＞PP+EPM-TD○＜

＞PP/PE＜

＞PP+PE＜

＞PP-S○○-T〇〇＜
合成有機物含有タルク入りPP

※○○には数字が入る

③特殊な性質を示す記号 ＞PP-HI＜
耐衝撃性ポリプロピレン（PP－H

（高）I（衝撃性））

＞PP-F＜ フィラー添加PP

＞PP-TD○○＜

＞PP-T○○＜

④充填又は強化材

（JIS　K　6899-2（ISO　1043-2）） 粉末タルク添加PP

※○○には数字が入る

②�ポリマーブレンド又はアロイ

PPとE/P（エチレンプロピレンゴム）

の混合樹脂：高強度ポリプロピレン

高衝撃粉末タルク添加高強度タル

ク　※○○には数字が入る

PPにPEをブレンド

フロントバンパー リアバンパー

A・B・C・Dピラー ドアスカッフプレート カーゴトレイ

テールゲートライニング カウルサイドトリム シート下のトレイ

コラムカバー

バ

ン

パ

ー

内

装
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1.制度概要 2.制度参加前準備 3.作業・管理内容 4.候補事業者 5.サポート

3-2.解体業者

【想定1】

PP以外の異物

（外装部品の

パテも含む）は

全部除去

ノリ等も削って

落とすもしくは、

その部分は切

断する

【想定2】

重量が重い異

物は除去、不

織布も簡単に

はがす

【想定3】

異物除去不要
ELVから対象部品を外した状態で、追加作業不要

ランプ
クリップ、シール、センサー類

クリップ、シール、スポンジ

PP以外の素

材を切り取る

不織布の切れ端

除去する異物 除去しなくてよい異物

フォグランプ等

回収拠点で産業廃棄物となる。

特に重量が重いフォグランプなどは、PP素材の重量によっては

逆有償となるため廃掃法上問題が発生する。

エンブレム

樹脂・鉄クリップ

シール

スポンジ

不織布

表面を剥がす作業をお願い

します（剥がした後の不織布が

PPに残っていても大丈夫です）

異物除去難易度

高

低

異物除去 日報記入

フロントバンパー リアバンパー 内装部品

ー 例）BBB-987654321 〇 〇 〇

※ART＝いすゞ、スズキ、日産、マツダ、三菱、三菱ふそう、・SUBARU、 UDトラック

ジャガー・ランドローバー・ジャパン、ボルボ・カー・ジャパン、メルセデス・ベンツ日本

※TH＝ダイハツ、トヨタ、日野、ホンダ、BMW、フォルクスワーゲングループジャパン

Stellantisジャパン

チーム 車台番号
回収部品

ART

TH
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1.制度概要 2.制度参加前準備 3.作業・管理内容 4.候補事業者 5.サポート

3-2.解体業者

JARSへの部品回収登録 部品保管

PPバンド

平置き フレコン

フレコン カゴ

バ

ン

パ

ー

ラック・カゴ

内

装



28

1.制度概要 2.制度参加前準備 3.作業・管理内容 4.候補事業者 5.サポート

3-2.解体業者

JARSへの部品引渡し報告 輸送

専用便

車両引き取りのついで便

廃車ガラ輸送のついで便

廃車ガラの隙間に、

落下しないように輸送物を置く

廃車ガラ輸送のついで便

廃車ガラの下に輸送物を敷く

車両引き取り

ついで便

廃車ガラ輸送

ついで便
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1.制度概要 2.制度参加前準備 3.作業・管理内容 4.候補事業者 5.サポート

3-3.回収部品引取業者

回収部品引取日
引渡元事業者/事業

所
荷姿ID 部品

実回収重量

（kg）

（例）2024/9/1 ●●●自動車解体 A-202406-1 バンパー 30

（例）2024/9/1 ●●●自動車解体 A-202406-2 内装部品 20

品質確認 重量計測・JARSへの部品の引取報告
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1.制度概要 2.制度参加前準備 3.作業・管理内容 4.候補事業者 5.サポート

4.コンソーシアム形成のための回収・再生・管理会社候補

• 破砕業者（回収部品引取業者候補）、原材料メーカーに資源回収インセン
ティブ参加についてアンケート実施中

作成中
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1.制度概要 2.制度参加前準備 3.作業・管理内容 4.候補事業者 5.サポート

5-1.設備導入補助金

公募元 廃棄物・3R研究財団

名称
自働車における再生材供給拡大に向けた産学官連携推進事

業

概要
プラスチック回収量拡大・輸送効率向上のための破砕設備導入

事業

公募開始時期

申請受付

応募締め切り

公募サイト https://www.jwrf.or.jp/news/

二次募集見込み
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1.制度概要 2.制度参加前準備 3.作業・管理内容 4.候補事業者 5.サポート

5-2.破砕機導入の試算事例 詳細検討中

人件費・電気代・設備等を含む部品破砕の重量あたり費用（円/㎏）

低速

200(㎏/h) 150(㎏/h) 100(㎏/h)

篩下＃20mm 篩下＃15mm 篩下＃12mm

200 92 97 85

400 53 58 57

600 41 45 48

800 34 38 43

1000 30 35 40

200 53 58 57

400 34 39 43

600 28 32 38

800 24 29 36

1000 22 27 35

破砕工程のみについて試算、投入準備（異物除去等）含まず

（前後）バンパー＋内装：15㎏/台）

設備費：破砕機＋付帯設備　電源１次含まず

※高速型は破砕時の防音対策が必要になる場合があります

1,000万円

設備償却 5年均等

2,500円/ｈ×１人

12.5円/kg 16.7円/kg 25円/kg

設備定格 15kw

負荷

電力価格

50%

1,400万円

25kw

なし

処理台数

（台/月）
補助金

高速

試算条件

設備費

人件費

70%

40円/kw
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1.制度概要 2.制度参加前準備 3.作業・管理内容 4.候補事業者 5.サポート

5-3.部品回収コストの試算事例（2018年J-FAR実証事業） 参考

一次

解体

二次

解体
合計

一次

解体

二次

解体
合計

平均

重量

（㎏）

一次

解体

二次

解体
合計

84 141 225 42 71 113 4 10 18 28

25 53 78 13 26 39 0.6 22 40 62

※外装はフロントバンパー１本、リアバンパー１本の回収時間平均値から計算

※内装はピラー１個、カウルサイドトリム１個、ドアスカッフプレート１個

　、テールゲートライニング１個の回収時間平均値から計算

※J-FAR助成事業

　「自動車由来樹脂リサイクル可能性実証（2018年）」において計測した解体時間

部位

【1】解体時間平

均値（秒）

※過去実年実

績値

【2】解体業者の

作業費0.５円/

秒の場合の解体

費用（円/個）

【1】×0.5

【3】重量当たりの平均作

業費

（円/kg）

【2】÷平均重量

外装平均

内装平均

10 

22 

18 

40 

28 

62 

0

10

20

30

40

50

60

70

外装平均 内装平均

作
業

費
（

円
/k

g
）

一次解体 二次解体
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1.制度概要 2.制度参加前準備 3.作業・管理内容 4.候補事業者 5.サポート

5-4.資源回収インセンティブ制度のためのJAERAのサポート

本資料に関する資源回収インセンティブ制度関連のお問い合わせは

以下窓口にお願いします。

一般社団法人日本自動車リサイクル機構（JAERA)

〒105-0003 東京都港区西新橋1-11-3 虎ノ門アサヒビル３階

TEL:03-3519-5181

FAX:03-3597-5171
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